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2 ) 対象例の早朝臥位血圧を測定した。また対象例の知的機能は Mini-Mental Score (MMS) にて評価した。
3 )対象例の血圧により正常血圧群(血圧140mmHg/90 mmHg 未満) 23例(男性 9 例，女性14例) ，境界域高血圧群
(収縮期血圧140-159 mmHg かっ，または拡張期血圧90-94 mmHg) 4 例(男性 1 例，女性 3 例) ，高血圧群(収縮期血
圧160 mmHg 以上かつ，または拡張期血圧95 mmHg 以上) 5 例(男性 2 例，女性 3 例)の 3 群に分類した。
4 ) また MMS 得点により高度痴呆群 (MMS10点以下) 6 例(男性 3 例，女性 3 倒) ，軽度痴呆群 (MMS11-20点)
14例(男性 3 例，女性11例) ，非痴呆群 (MMS21-30点) 12例， (男性 6 例，女性 6 例)の 3 群に分類した。
5 )統計処理は， 2 群比較には two-wayANOV A を用い， 2 変数聞の相関は Spearman の順位相問回帰により行っ
た。
(結果)
1) MMS は正常血圧群に比し高血圧群において有意 (p< .05) の低値を示し， MMS と収縮期および拡張期血圧聞
には有意 (p く .05) の負相関を認めた。
2 ) 脳脊髄液中 ET-1 濃度は，正常血圧群，境界域高血圧群に比し高血圧群において有意 (p< .05) の高値を示し，
脳脊髄液中 ET-1 濃度と収縮期および拡張期血圧聞に有意 (p< .05) の正相関を認めた。
3 ) 脳脊髄液中 ET-1 濃度は高度痴呆群，軽度痴呆群において非痴呆群よりも有意 (p く .05) の高値を示し MMS と
の聞に有意 (p< .01) の負相関を認めた。
4 ) 血襲 ET-1 濃度は正常血圧群に比し高血圧群において有意 (p< .05) の高値を示し，血祭 ET-1 濃度と収縮期，
拡張期血圧聞に有意 (p<.05) の正相関を認めた。
5 ) 血竣 ET-1 濃度は知的機能 3 群間で有意差を認めなかった。











1 )中枢神経系で合成された ET-1 が血圧を上昇させ，脳血管の肇縮により脳血流が低下し多発脳梗塞の発症に関与
する可能性である。犬では脳室内に ET-1 を投与すると血圧，脈拍の上昇を認め，脳血管の聖堂縮を引き起こすことが知
られている。
2 )老年者における高血圧および多発脳梗塞の発症，進展の結果として脳脊髄中 ET-1 濃度の上昇を認める可能性で
ある。脳が障害を受けた部位において活性化するアストロサイトは ET-1 を分泌することが知られている。
3 )高血圧あるいは多発脳梗塞を有する高齢者においては脳萎縮の進展により ET-1 の作用すべき細胞が減少するこ














ET-l の作用すべき細胞が減少することから ET-l のクリアランスが低下し脳脊髄中の ET-l が上昇している可能性
などを示唆した。本研究は脳脊髄液中の ET-l と高齢者の血圧および痴呆の関係につき新しい知見を提示したもので
あり学位の授与に値すると考えられる。
